
【参考資料】 

１ 小学校第６学年の全国学力・学習状況調査の結果（成果と課題） 

(1) 国語の結果について 

① 国語（全１４問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

【インタビューの様子の一部】で小森さ

んが傍線部イのように発言した理由と

して適切なものを選択する

話し手の考えと比較しながら、自分の考え

をまとめることができるかどうかをみる 
話すこと・聞くこと 

【ちらし】の二重傍線部を、【調べたこ

と】を基に詳しく書く 

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく

書いたりするなど、自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫することができるか

どうかをみる 

書くこと 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下） 

設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

山田さんが手ぬぐいの様子について言

葉と図で説明した理由として適切なも

のを選択する 

図表などを用いて、自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫することができるか

どうかをみる 

書くこと 

【話し合いの様子】の田中さんの発言の

空欄Ａに当てはまる内容として適切な

ものを選択する

目的に応じて、文章と図表などを結び付け

るなどして必要な情報を見付けることがで

きるかどうかをみる 

読むこと 

(2) 算数の結果について 

① 算数（全１６問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

該当なし 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下）

設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

２０２２年の全国のブロッコリーの

出荷量が２００２年の全国のブロッ

コリーの出荷量の約何倍かを、棒グ

ラフから読み取って選ぶ 

棒グラフから、項目間の関係を読み取ることが

できるかどうかをみる 

数と計算 

データの活用 

都道府県Ａのブロッコリーの収穫量

が増えたかどうかを調べるために、

適切なグラフを選び、出荷量の増減

を判断し、そのわけを書く 

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量

の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて

記述できるかどうかをみる 

データの活用 

示された表から、「春だいこん」や「秋

冬だいこん」より「夏だいこん」の出

荷量が多い都道府県を選ぶ 

簡単な二次元の表から、条件に合った項目を選

ぶことができるかどうかをみる 
データの活用 

示された平行四辺形をかくため、コ

ンパスの開く長さを書き、コンパス

の針を刺す場所を選ぶ 

平行四辺形の性質を基に、コンパスを用いて平

行四辺形を作図することができるかどうかを

みる 

図形 

方眼上の五つの図形の中から、台形

を選ぶ 

台形の意味や性質について理解しているかど

うかをみる 
図形 

五角形の面積を求めるために五角形

を二つの図形に分割し、それぞれの

図形の面積の求め方を書く 

基本図形に分割することができる図形の面積

の求め方を、式や言葉を用いて記述できるかど

うかをみる 

図形 

数直線上に示された数を分数で書く 

数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位

分数の幾つ分として捉えることができるかど

うかをみる 

数と計算 

１／２＋１／３の計算をする 
異分母の分数の加法の計算をすることができ

るかどうかをみる 
数と計算 
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設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

使いかけのハンドソープがあと何プ

ッシュすることができるのかを調べ

るために、必要な事柄を判断し、求め

方を書く 

伴って変わる二つの数量の関係に着目し、問題

を解決するために必要な数量を見いだし、知り

たい数量の大きさの求め方を式や言葉を用い

て記述できるかどうかをみる 

数と計算 

測定 

変化と関係 

データの活用 

１０％増量したつめかえ用のハンド

ソープの内容量が、増量前の何倍か

を選ぶ 

「１０％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」

が「増量前の量」何倍になっているかを表すこ

とができるかどうかをみる 

変化と関係 

(3) 理科の結果について 

① 理科（全１４問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

ヘチマの花粉を顕微鏡で観察するとき、

適切な像にするための顕微鏡の操作を

選ぶ

顕微鏡を操作し、適切な像にするための技

能が身に付いているかどうかをみる 
「生命」を柱とする領域 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下） 

設問の概要 趣   旨 学習指導要領の内容 

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込

む時間の違いを調べる実験の条件につ

いて、コップＡの土の量と水の量から、

コップＢの条件を書く

赤玉土の粒の大きさによるしみ込み方の違い

について、赤玉土の量と水の量を正しく設定

した実験の方法を発想し、表現することがで

きるかどうかをみる 

「地球」を柱とする領

域 

乾電池２個のつなぎ方について、直列に

つなぎ、電磁石を強くできるものを選ぶ 

乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関

する知識が身に付いているかどうかをみる 

「エネルギー」を柱と

する領域 

レタスの種子の発芽の結果から、てるみ

さんの気付きを基に、見いだした問題に

ついて書く 

レタスの種子の発芽の条件について、差異点

や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表

現することができるかどうかをみる 

「生命」を柱とする領

域 
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中学校第３学年の全国学力・学習状況調査の結果（成果と課題） 

(1) 国語の結果について 

① 国語（全１４問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

物語の初めに問いかけが示されていることに

ついて、その効果を説明したものとして適切

なものを選択する

表現の効果について、根拠を明確に

して考えることができるかどうかを

みる 

読むこと 

「しきりと」の意味として適切なものを選択

する 

事象や行為を表す語彙について理解

しているかどうかをみる 

言葉の特徴や使い方に

関する事項 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下） 

該当なし

(2) 数学の結果について

① 数学（全１５問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

設問の概要 趣   旨 学習指導要領の内容 

一次関数ｙ＝６ｘ＋５について、ｘの

増加量が２のときのｙの増加量を求め

る 

一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて、変化の割

合を基に、ｘの増加量に対するｙの増加量

を求めることができるかどうかをみる 

関数 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下）

設問の概要 趣   旨 学習指導要領の内容 

ある学級の生徒４０人のハンドボール投げの記

録をまとめた度数分布表から、２０ｍ以上２５

ｍ未満の階級の相対度数を求める 

相対度数の意味を理解しているかど

うかをみる 
データの活用 

連続する二つの３の倍数の和が９の倍数になる

とは限らないことの説明を完成するために、予

想が成り立たない例をあげ、その和を求める 

事柄が常に成り立つとは限らないこ

とを説明する場面において、反例を

あげることができるかどうかをみる 

数と式 

平行四辺形 ABCD の辺 BC、DA を延長した直線上

に BE＝DF となる点 E、Fを取り、辺 ABと線分 FC

の交点を G、辺 DCと線分 AEの交点を Hとしたと

き、四角形 AGCH が平行四辺形になることを証明

する 

ある事柄が成り立つことを構想に基

づいて証明することができるかどう

かをみる 

図形 

(3) 理科の結果について 

① 理科（全２６問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

該当なし 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下）

設問の概要 趣   旨 学習指導要領の内容 

塩素の元素記号を記述する 

塩素の元素記号を問うことで、元素を記号

で表すことに関する知識及び技能が身に付

いているかどうかをみる 

「粒子」を柱とする領域 
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３　中学校第３学年における３年前（令和４年度時）との経年変化
　・中学校理科の結果は、IRTスコアで表されるため、レーダーチャートに表示していません

　・このレーダーチャートは、中学校３年生の３年前（令和４年度小学校６年生時）と現在の結果を比較したものです 国語 算数 理科 国語 数学 理科

59 58 63 55 46 516

64 61 63 54.0 46.7 505

66.5 63.2 63.3 54.3 48.3 503

※中学校理科は平均IRTスコア

小学校（小学校６年生） 中学校（中学校３年生）

芦別市

３年前（R４） 現在（R7）

【平均正答率・平均IRTスコア】

全国（公立）

北海道（公立）

分析

・国語では、小学校時の正答率は7.5ポイント下回っていましたが、中学校3年生では全国を0.7ポイント上
回っています。
・算数・数学では、小学校時の正答率は5.2ポイント下回っていましたが、中学校3年生では全国より2.3ポ
イント下回ったものの全国との差を2.9ポイント縮め全国とほぼ同様になりました。
・理科では、小学校時の正答率は全国と同様でしたが、分析方法が変更したため正確な比較とはなりま
せんが、中学校3年生では平均IRTスコアで516となり、全国平均503より13ポイント高い結果になりまし
た。
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